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この人のここに注目！！

筑波竜一
誘拐容疑者・木原 守役

［ 劇団温泉ドラゴン所属 ］

つくばりゅういち ●流山児★事務所にて流山児に指事。近年急成長を遂げている「温泉ドラゴン」を2010年

に旗揚げする。創立メンバーの一人として全作品に出演している。旗揚げ公演『escape』では演出も兼ねた。

15年『birth』韓国三都市ツアーを敢行。ツアー先の密陽国際演劇祭で戯曲賞を受賞。劇団とともに今小劇場界

で注目を集めている若手の一人。

　「この俳優、曲者だなあ」、というのが筑波さんを見たときの印象。

　彼の主宰する劇団が面白いものだから、何度か見続けているうちに、その演ずる役どころの

幅の広さも気に入った。

　いまどき稀な、ものすごく熱い若手の小劇団を立ち上げ、業界でもぐんぐん注目を集めている

筑波さん。その作風は、「大人になるといつか無くしてしまうもの」を持ち続けている熱さ、なの

かもしれない。初心さゆえどっかガチになりがちな筑波さんと、その仲間が舞台に立っている

姿は、冷酷なところもあるということを言っていた人がいたが、そのせいもあってか、この役に

はこの人が良いなと気が付いた。

　小劇場界で近年急成長を遂げ、若手の注目株となった劇団・温泉ドラゴン。メンバーも増え、

メンバーの劇団外での活躍も始まりだした。そんな中、今回の水戸芸術館の外部出演を素直に

喜んでいる。しかも土浦出身の名刑事・平塚八兵衛さんをモデルにした作品で、その人を名優・

近藤芳正さんが演じ、よりによって「その敵役を演じるとは！」。素直に絶句する筑波竜一の

初心なところが、どっか可愛らしい。奇しくも土浦出身の筑波さんは、近所のお百姓さんに厳し

く躾けられたという。上京して芝居の仕事に関わり始めたときに、その躾に助けられたという。

その素直さをはぐくんだ土浦出身の期待の俳優を、見届けてほしい。
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